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健全状態 損傷発生 継続使用可能？

地震前 地震被災 地震後

構造性能の判定方法

サーバ
（Raspberry Pi 4）

無線ルータ

インターネット経由
でデータ取得

IoTを活用した計測システム

ひずみゲージ

加速度計
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鉄骨造体育館＠神奈川県
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鉄骨造体育館＠神奈川県
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梁間方向の応力分布 柱の中立軸分布

応力分布は概ね解析結果と同様の結果を示した。
コンクリート壁の有無による中立軸の分布を評価できた。



鉄骨造体育館＠新潟県 屋根雪荷重の推定
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2020年12月18日

固有振動数の推移

屋根雪荷重の推定結果

𝑚snow =
𝑓

𝑓′

2

− 1 𝑚

屋根雪重量msnowの推定式

f:固有振動数（積雪無し）
m：建物質量



鉄骨造建屋＠千葉県
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計測位置（立面図）

サンプリング周波数：125Hz
計測レンジ：±2G

計測位置（断面図）



鉄骨造建屋＠千葉県
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加速度フーリエ振幅スペクトル 柱脚に対する杭の位相差分
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軸ひずみ時刻歴波形 曲げひずみ時刻歴波形 フーリエ振幅スペクトル
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